
２
ち
ゃ
い
に
な
り
ま
し
た
。



「灯台どうだい？」は２周年を迎えました！
 

 いつも応援してくださって“ありが灯台”でございます！
灯台マニアがおくる崖っぷちマガジン「灯台どうだい？」は発行して
から３年目に突入しました！
　創刊当初は１０号まで続けばいいなぁと思っていたのですが、気
がつけばもう９号？！こうなればあと１０年がんばって５０号を目指し
てみようかな。だって応援してくださる皆さまがいらっしゃるんです
もの。「面白かったよ！灯台が好きになったよ！」その言葉をいただ
くと本当にうれしくて小躍りして喜んでいます。それにね！大変光栄
なことに海上保安庁の職員のみなさまも、なんと長官も毎号楽し
みにしてくださっているんですって！灯台の祝賀会でお目にかかった
時、そんな優しいお言葉をいただきました。
　これからもアシスタントのハラちゃんと手を取り合って灯台の魅力
や文化的価値、そして歴史を伝えるキッカケになれるようがんばり
ます！どうぞこれからも応援をよろしくお願いいたします！
　１００年後の海でも灯台が海を見守っていますように。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　２０１６年２月１１日

　　　　　　　　　　　　「灯台どうだい？」発行 • 編集　不動まゆう

編集長の愛読書 Vol. ４

灯
台
の
大
事
な
部
分
を
作
っ
て
い
る
会
社

９号の灯台

トウダイ
ジョウホウ

　
い
つ
も
灯
台
を
見
上
げ
て
思
う
こ

と
。
カ
モ
メ
の
よ
う
に
空
を
飛
べ
た
ら

灯
室
を
覗
き
こ
め
る
の
に
！
そ
し
て
高

く
舞
い
上
が
っ
て
岸
壁
に
立
つ
灯
台
の

壮
大
な
ド
ラ
マ
を
感
じ
た
い
！

　
み
な
さ
ん
朗
報
で
す
。
丸
山
胤
幸
さ

ん
は
音
楽
家
で
あ
り
な
が
ら
空
撮
に
よ

る
灯
台
映
像
カ
メ
ラ
マ
ン
。
全
国
の
灯

台
を
撮
影
を
し
、
そ
の
作
品
を
「
公
益

社
団
法
人 

燈
光
会
」
に
提
供
。
灯
台

フ
ァ
ン
の
た
め
に
素
敵
な
映
像
を
届
け

て
く
だ
さ
る
の
で
す
。
な
ん
て
あ
り
が

た
い
こ
と
で
し
ょ
う
！
ド
ロ
ー
ン
の
操

縦
技
術
、
撮
影
技
術
、
作
曲
、
サ
ッ
ク

ス
の
演
奏
技
術
を
終
結
し
た
映
像
で
灯

台
を
満
喫
で
き
る
こ
と
間
違
い
な
し
！

燈
光
会
の
HP
や

Y
o
u
T
u
b
e

で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

丸屋空撮 YouTube

燈光会 HP

　明治期に建築された灯台につ
いて情報を集約した一冊。
　建築を専門とする灯台カメラ
マ ン 野 口 毅 氏 の 写 真 は ま さ に
クール。全国の海上保安部の協
力を得て撮影を行っているため
普段は見ることができない灯台
内部やレンズの写真も満載です。
さらに灯台建築研究の第一人者
である藤岡洋保先生のテキスト
や元灯台守の方の手記も掲載。
英語表記も備え、世界中の灯台
ファンへ日本の灯台をアピール
しています。

　可愛らしい灯台が描かれてい
ますが、灯室（レンズの入って
いる部屋）が暗くて寂しそう。
でも見て！ドアの下では猫がく
つろいでいます。
　現実でも廃灯となる灯台が多
い昨今。私たちを見守っていた
灯台なのに、お役御免となると
壊されてしまう。胸が締め付け
られるほど切なく哀しくなりま
す。でもこの絵本の中の灯台は
ね、人間のものではなくなった
けど、いろんな動物から大切に
思われるようになります。寂し
さを乗り越えていく灯台に凛と
した美しさを感じます。

Poulains 灯台はフランスの

Belle Ile（Ile というのは

島という意味）にあります。

灯台までのアプローチが本当

に素敵。美しい丘を越えると

遠くに赤い灯籠が見えます。

手前には小さなビーチ。最高

のピクニックができそう。灯

台に続く小道も絵画のようで

した。（６ページの灯台グラヴィ

アでお楽しみください。）

Lighthouse
すくっと明治の灯台６４基

野口 毅 　撮影
藤岡 洋保 解説
バナナブックス　 
定価 2,300円 +税
発行日 2015年 12月 25日  

だれのものでもない
　　　　岩鼻の灯台

山下 明生 文
町田 尚子 絵
絵本塾出版　 
定価 1,300 円 +税
発行日 2015年 12 月



東京都大田区羽田空港１丁目
６番６号

http://www.s-vans.com/

　
「
セ
ナ
ー
ア
ン
ド
バ
ー
ン
ズ
株
式
会
社
」
は
２
つ

の
名
前
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
２
大
事
業
を
展
開
す
る
会
社
だ
。
船
舶
に
か
か

わ
る
方
な
ら
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
海
上
の
航
路

標
識
は
灯
台
を
代
表
と
す
る
「
光
」
に
よ
る
も
の
と
、

D
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
「
電
波
」
に
よ
る
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
ら
が
安
全
な
運
航
を
支
援
し
て
い
る
。
こ
の
光

と
電
波
を
ど
ち
ら
も
専
門
と
す
る
の
が
こ
の
会
社
な

の
だ
。
12
月
某
日
。
平
日
だ
っ
た
た
め
有
給
を
と
り
、

私
は
浜
松
町
か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
た
。
向
か
う

先
は
羽
田
空
港
の
ち
ょ
っ
と
手
前
の
駅
「
整
備
場
」。

ト
ラ
ン
ク
を
持
つ
人
々
の
浮
き
足
だ
っ
た
感
じ
に
影

響
を
う
け
、
私
も
高
揚
感
に
包
ま
れ
た
ま
ま
会
社
に

到
着
し
た
。
会
議
室
に
通
さ
れ
た
瞬
間
、
一
度
白
目

に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
会
長
、
社
長
を
は
じ
め
、
専

務
、
常
務
、
理
事
、
顧
問
、
部
長
と
い
っ
た
会
社
の

す
ご
く
偉
い
メ
ン
バ
ー
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
た
の

だ
。
こ
ん
な
手
作
り
規
模
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
為

に
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
く
だ
さ
る
な
ん
て
・
・
。

そ
の
優
し
さ
と
真
摯
な
ご
対
応
に
つ
い
て
は
、
事
業

内
容
を
聞
い
て
い
て
さ
ら
に
実
感
し
納
得
。
海
の
安

全
の
た
め
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
つ
く
そ
う
と
い
う
灯
台

守
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
も
つ
会
社
な
の
だ
。
実
際
に
灯
台

守
の
経
験
者
も
い
る
と
い
う
。
ま
さ
に
海
の
安
全
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
集
団
だ
。

　

事
業
内
容
は
航
路
標
識
製
品
の
製
造
だ
け
で
は
な

く
、
海
上
測
位•

測
量
シ
ス
テ
ム
や
船
内
情
報
シ
ス

テ
ム
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
灯
台
を
中
心

に
見
て
み
る
と
、
灯
器
か
ら
灯
籠
、
ド
ア
な
ど
本
当

に
あ
ら
ゆ
る
部
分
を
提
供
し
て
い
る
。「
タ
イ
ル
は

違
う
け
ど
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
が
、
逆
に
タ

イ
ル
以
外
は
つ
く
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
こ
ん
な
ユ
ニ
ー
ク
な
製
品
も
開
発
。灯
浮
標（
ブ

イ
）に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
船
舶
を
特
定
す
る「
船

舶
接
触
チ
ェ
ッ
カ
ー
」。
船
が
ぶ
つ
か
れ
ば
当
然
浮

標
は
破
損
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
灯
浮
標
に
と
っ
て

は
護
身
用
の
お
守
り
か
。

　

灯
台
マ
ニ
ア
は
よ
く
「
セ
ナ
バ
ン
」
と
愛
称
で
呼

ん
で
い
る
が
、
そ
う
い
え
ば
誰
か
が
間
違
っ
て
「
セ

ン
ト
バ
ー
ナ
ー
ド
社
」
っ
て
い
っ
て
い
た
。
そ
れ
は

犬
だ
よ
・
・
。

　

今
度
灯
台
に
行
っ
た
ら
、
あ
の
灯
籠
や
ド
ア
、
手

す
り
は
セ
ナ
バ
ン
製
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
。
と
推
測
し

て
み
て
欲
し
い
。
セ
ナ
バ
ン
は
ま
さ
に
海
の
安
全
と

灯
台
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
。

セナー
アンド
バーンズ
株式会社

記念額

灯籠

換気孔

電球 •  LED 灯器

灯火制御装置

頭標 •LED 灯器

船舶接触チェッカー

手摺りやハシゴ

防水扉

避雷針

避雷導線 

灯台の内側

蓄電池 

排水孔 

灯浮標用鎖



Poulains 灯台

ベルイルの北西　

47.23 18°N 3 15 06 W

建設：1868年

高さ：18m

灯質：単閃白光　毎５秒に１閃光



　

灯
台
の
レ
ン
ズ
マ
ニ
ア
に
と
っ
て
聞
く
だ
け
で

ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
社
名
「
日
本
光
機
」。
な
ぜ
な
ら
日

本
の
国
産
レ
ン
ズ
は
日
本
光
機
な
し
に
は
語
れ
な

い
、
そ
ん
な
重
要
な
会
社
だ
か
ら
で
あ
る
。
生
ま
れ

変
わ
っ
た
ら
日
本
光
機
の
社
員
に
な
り
た
い
。
そ
う

願
う
灯
台
マ
ニ
ア
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
だ
っ
て

社
章
に
も
レ
ン
ズ
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
ん
だ
も

の
。
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
会
社
に
入
る
と
ま
ず
出
迎

え
て
く
れ
た
の
は
レ
ン
ズ
と
灯
器
で
あ
っ
た
。
灯
器

は
LU-
M
型
。
大
好
き
な
神
戸
灯
台
に
も
入
っ
て
い

る
や
つ
だ
！
の
っ
け
か
ら
ク
ラ
ク
ラ
し
て
し
ま
う
。

レ
ン
ズ
の
お
話
を
伺
い
た
い
と
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
い

た
た
め
、
技
術
開
発
部
顧
問 

加
藤
純
さ
ん
が
中
心

と
な
っ
て
ご
対
応
く
だ
さ
っ
た
。

　

灯
台
で
使
わ
れ
て
い
る
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
は
19
世

紀
前
半
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン•

ジ
ャ

ン•

フ
レ
ネ
ル
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
、
そ
の
原
理
を

も
と
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
社
で
レ
ン
ズ
を
製
造
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
で
は
燈
明
台
で
火
を
た
い
て

い
た
江
戸
時
代
で
あ
る
。
明
治
に
な
り
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
建
築
技
術
者
を
呼
び
寄

せ
西
洋
式
の
灯
台
を
建
築
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の

後
次
第
に
日
本
人
技
師
に
よ
る
設
計
も
始
ま
る
が
、

依
然
と
し
て
レ
ン
ズ
は
輸
入
に
頼
る
ほ
か
な
か
っ

た
。
し
か
も
長
時
間
か
け
て
船
便
で
届
い
た
輸
入
レ

ン
ズ
が
破
損
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
灯
台
建
築
の

計
画
自
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
大
事
で
あ
っ
た
。
年
号

が
大
正
に
変
わ
る
と
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
を
う

け
、レ
ン
ズ
の
輸
入
が
困
難
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
、

初
代
社
長
と
な
っ
た
竹
田
関
太
郎
氏
が
電
信
灯
台
用

品
横
浜
製
造
所
の
技
術
者
や
逓
信
省
灯
台
局
（
戦
前

の
中
央
官
庁
で
灯
台
を
管
轄
）
の
工
場
勤
務
を
し
て

い
た
技
術
者
た
ち
を
集
め
レ
ン
ズ
の
国
産
化
に
乗
り

出
す
。
こ
こ
か
ら
日
本
光
機
工
業
が
誕
生
す
る
。
日

本
の
技
術
者
達
が
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
、
血
と
汗
を
滲

ま
せ
て
や
っ
と
レ
ン
ズ
の
製
作
に
成
功
し
た
。
そ
の

記
録
に
残
る
日
本
初
の
国
産
レ
ン
ズ
は
島
根
県
西
郷

岬
灯
台
の
４
等
２
連
閃
光
レ
ン
ズ
で
現
在
も
使
用
さ

れ
て
い
る
ら
し
い
。

　 

一
貫
し
て
美
し
い
光
芒
に
よ
る
標
識
を
提
供
し
つ

づ
け
て
い
る
日
本
光
機
だ
が
、
現
在
はLED

灯
器

が
主
力
製
品
。
防
波
堤
灯
台
の
灯
器
の
ほ
と
ん
ど
は

日
本
光
機
製
だ
と
い
う
か
ら
流
石
。
し
か
し
同
社
の

工
場
に
は
ま
だ
レ
ン
ズ
の
研
磨
装
置
が
残
っ
て
い

た
。
レ
ン
ズ
の
美
し
さ
と
文
化
的
価
値
が
認
め
ら
れ

て
、
い
つ
か
ま
た
レ
ン
ズ
を
製
造
す
る
よ
う
な
流
れ

に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
そ
ん
な
夢
を
み
る
。

日 本 光 機
工業
株式会社

第一等二面閃光レンズ
昭和 24 年製造
室戸岬灯台

第二等二面閃光レンズ
昭和 24 年製造
尻屋埼灯台

第二等二面閃光レンズ
昭和 22 年製造
野島埼灯台

第三等大型二面閃光レンズ
昭和 25 年製造
襟裳岬灯台

第三等大型二面閃光レンズ
昭和 11 年製造
茂津多岬灯台

第三等大型二面閃光レンズ
昭和 16 年製造
艫作埼灯台

第三等大型二面閃光レンズ
昭和 24 年製造
魹ヶ埼灯台

第三等大型三面閃光レンズ
昭和 42 年製造
日立灯台

第三等大型二面閃光レンズ
昭和 26 年製造
八丈島灯台

第三等大型二面閃光レンズ
昭和 23 年製造
御前埼灯台

第三等大型三面閃光レンズ
昭和 25 年製造
紀伊日ノ岬灯台

第三等大型三面閃光レンズ
昭和 25 年製造
佐田岬灯台

第三等大型二面閃光レンズ
昭和 25 年製造
水ノ子島灯台

第三等大型二面閃光レンズ
昭和 25 年製造
鞍埼灯台

第三等大型二面閃光レンズ
昭和 24 年製造
都井岬灯台

第三等大型二面閃光レンズ
昭和 24 年製造
佐多岬灯台

第三等大型三面閃光レンズ
昭和 25 年製造
草垣島灯台

第三等大型二面閃光レンズ
昭和 27 年製造
種子島灯台

第三等大型二面閃光レンズ
昭和 26 年製造
屋久島灯台

レンズを研磨していた回転装置

会社の玄関からレンズと灯器
がお出迎えしてくれました。

多くの灯台を施錠する NK 錠。
「日本光機」の略ですよ。

技術者の方の手元に目が釘付
け。照射灯のガラスですって。

一番萌えたレンズ。上が開く
タイプって珍しいと思った。

日本光機工業さんの社内を見学

神奈川県横浜市金沢区福浦
2-7-18

http ://www.nipponkoki .
co.jp/

※第一等から第三等大型までを表記　
　しました。（国産初のレンズである
　西郷岬灯台は特別に掲載）
　この内容は加藤氏からお借りした
　資料を参照しました。

第四等二面閃光レンズ
大正 10 年製造
西郷岬灯台

第三等大型二面閃光レンズ
昭和 25 年製造
塩屋埼灯台



 　
冨貴角燈塔 の巻

你好
！

台湾
的極 北富貴角燈塔

新
し
い
台
湾
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

 

今
回
わ
た
く
し
ハ
ラ
が
訪
れ
た
の
は
台
湾
の
最
北
端
に
あ
る
富

貴
角
灯
台
。
2
0
1
5
年
8
月
29
日
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
て

い
る
。
1
8
9
5
年
か
ら
日
清
戦
争
後
の
日
清
講
和
条
約
に
よ

り
、
日
本
軍
が
台
湾
上
陸
し
、
台
湾
総
督
府
設
置
。
日
本
に
よ

る
統
治
が
始
ま
る
。
1
8
9
6
年
に
日
本
と
台
湾
の
間
に
海
底

ケ
ー
ブ
ル
と
航
路
標
識
を
建
設
す
る
た
め
、
日
本
人
に
よ
っ
て

建
設
さ
れ
た
の
が
富
貴
角
で
あ
る
。
材
料
は
日
本
か
ら
運
ば
れ

た
ら
し
い
。
1
8
9
7
年
か
ら
運
用
さ
れ
始
め
、
始
め
は
八
角

形
の
鉄
造
建
築
で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
世
界
対
戦
中
に
破
壊
さ

れ
、
1
9
6
2

年
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
灯
台
と
し
て

再
建
さ
れ
た
。
元

の
高
さ
は
約
30
m

だ
っ
た
の
で
、
再

建
の
際
も
計
画
し

て
い
た
が
、
空
軍

の
レ
ー
ダ
ー
に

ひ
っ
か
か
っ
て
し

ま

う

た

め
14
m

の
ず
ん
ぐ
り
灯
台

に
な
っ
て
し
ま
っ

た

そ

う

だ
。

背

は
低
い
が
、
太
い
白
黒
の
ボ
ー
ダ
ー
で
、
存
在
感
抜
群
で
あ
る
。

三
等
レ
ン
ズ
で
26
.
8
マ
イ
ル
ま
で
照
ら
す
。
秋
冬
は
濃
霧
が

発
生
す
る
た
め
、
灯
台
の
隣
に
霧
笛
も
装
備
さ
れ
無
敵
で
あ
る
。

M
R
T
淡
水
駅
か
ら
基
隆
方
面
へ
行
く
バ
ス
で
約
40
分
、
バ
ス

停
の
名
前
は
富
貴
角
燈
塔
。 

富
貴
角
公
園
か
ら
海
岸
沿
い
に
散

歩
し
な
が
ら
20
分
ほ
ど
。
今
ま
で
一
般
へ
の
公
開
は
週
末
に
限

ら
れ
て
い
た
が
、
北
海
岸
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
こ
の
度
重

要
な
観
光
資
源
と
し
て
華
々
し
く
デ
ビ
ュ
ー
に
至
っ
た
。
8
月

29
日
に
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
人
が
集
ま

り
T
V
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
日
本
人
が
建
設
し

た
灯
台
が
台
湾
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
る
と
い
う
の
は
嬉
し
い

も
の
だ
。
富
貴
角
灯
台
が
こ
れ
か
ら
も
っ
と
盛
り
上
が
り
ま
す

よ
う
に
！

ハラ的最新情報
◇入場無料
◇開館時間
　火〜日曜日（月曜休み）
　夏期 9-18 時 / 冬期 9-17 時
◇門のパネルの QR コードから　　
　見られる動画解説にはレアな
　昔の姿も！
◇海岸沿いの遊歩道が整備され
　ている。独特の地形や植物が
　楽しめる。

富貴角 (Fukwei Chiao) 灯台

台湾　新北市石門区富基村
25°,17’53 °N / 121°,32’11 °E
建設：1896 年
高さ：水面 - 灯火 31.4m 
　　　灯台 14.3m
灯質：単閃白光 毎 15 秒に 2 閃光
霧笛：300 Hz 毎 30 秒に 3 秒
　　　( 音達距離 3 マイル )

出発

荒ぶる東シナ海

見えたときの喜びといったら！
うみまる君ポーズ

いざ中へ

漁港側から。緑に飲まれる！

淡水の郵便局に行った

ら余っていた公開記念

ハガキをもらえた！青

空がまぶしい。。。

あたらしい灯台の誕生をお祝いします！「清水港外港防波堤北灯台」

陸上の制作現場で基礎部、1 階〜
３階と順に型枠を建て、鉄筋を組
みコンクリートを流し込む。

完成した躯体にタイルを貼り、ハ
シゴや換気孔、ドア等（セナバン
製）を取り付ける。塔が完成した時、
灯器はまだ設置されていない。

灯塔をクレーンを使って船に乗せ、
防波堤に設置したのち、方角を測
量して灯器を据え付ける。日本光
機工業社製の LED 灯器Ⅲ型。

  

清
水
港
に
新
た
な
防
波
堤
灯
台
が
設
置

さ
れ
た
。
初
点
は
3
月
に
な
る
と
い
う
。

こ
の
防
波
堤
に
は
既
に
清
水
港
外
港
防
波

堤
北
灯
台
と
い
う
白
灯
台
が
存
在
し
て
い

た
が
、
沖
合
か
ら
の
波
の
影
響
を
軽
減
さ

せ
る
為
に
防
波
堤
を
整
備
し
て
お
り
、
延

伸
さ
れ
る
の
に
伴
い
休
灯
と
な
っ
て
い

た
。
そ
し
て
こ
の
灯
台
を
伸
び
た
先
へ
移

築
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
新
た
な
白
灯
台
を

製
作
し
た
の
だ
。
し
か
し
名
前
は
引
き
継

ぐ
と
の
こ
と
。
灯
台
内
部
に

入
っ
て
み
る
と
旧
灯
台
の
記

念
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

旧
灯
台
の
魂
を
新
た
な
躯
体

に
う
つ
す
よ
う
な
感
じ
で
あ

ろ
う
か
。

  

1
月
某
日
、
灯
台
製
作
現
場
の
見
学
会

が
国
土
交
通
省 

中
部
地
方
整
備
局 

清
水

港
湾
事
務
所
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。
現
在
、

灯
台
が
新
た
に
建
築
さ
れ
る
こ
と
は
希
で

あ
り
、
そ
の
様
子
を
取
材
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
本
当
に
幸
せ
で
あ
っ
た
と
実
感

し
て
い
る
。
タ
イ
ル
が
11
×
11
の
シ
ー
ト

に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
陸
で
建
築
し
て

船
で
運
ん
で
設
置
す
る
こ
と
、
再
び
防
波

堤
が
延
伸
さ
れ
た
際
は
移
築
が
で
き
る
よ

う
に
ク
レ
ー
ン
で
持
ち
上
げ
る
た
め
の
吊

り
ボ
ル
ト
は
取
ら
ず
に
埋
め
て
お
く
こ

と
。
な
ど
新
た
に
知
る
こ
と
が
多
い
実
り

あ
る
時
間
で
あ
っ
た
。

   

今
回
灯
台
を
製
作
し
た
河
津
建
設
の
方

に
握
手
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
灯
台
を
つ

く
っ
た
「
手
」
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

　
　
 防

波堤灯台の作り方

清水港外港防波堤北灯台さん、これからも末永く清水港を見守ってください！
中部地方整備局清水港湾事務所、及び河津建設 ( 株 ) 様より写真をご提供いただきました。
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灯台どうだい？を置いていただいている場所　　ありがとうございます！

　•全国の登れる灯台　（入道埼灯台、出雲日御碕灯台、角島灯台、都井岬灯台、潮岬灯台、大王埼灯台、

　　　　　　　　　　　 　安乗埼灯台、御前埼灯台、初島灯台、野島埼灯台、観音埼灯台、犬吠埼灯台、　　

　　　　　　　　　　　　 塩屋埼灯台、残波岬灯台、平安名埼灯台）【入道埼灯台は冬期お休み11月〜４月頃】

　　　　　　　　　　　　　　

　　海事系博物館　　 海上保安資料館 横浜館、海洋情報資料館、神戸海洋博物館、船の科学館、

　　　　　　　　　　　 横浜みなと博物館、フェルケール博物館、名古屋海洋博物館、

　　　　　　　　　　　 瀬戸内海歴史民俗資料館、呉市海事歴史科学館、海王丸パーク　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 男木島灯台資料館、鳥羽 海の博物館、函館市灯台資料館ピカリン館

                       東京海洋大学附属図書館越中島キャンパス

　　カフェ／バー　　　 ノアノア【愛知県／美浜町】、美保関灯台ビュッフェ【島根県／松江】、　　　　

　　　　　　　　　　　 TSUBAKI【茨城／日立】、カーディフ【東京／目黒】、まめ吉【東京／玉川上水】、　　　　　　　　　　　   

                       ガンブリヌス【東京／国分寺】、tumiki 食堂【大阪／茨木】、

　　　　　　　　　　   喫茶ガーシュウィン【岐阜／多治見】

　　ショップ　　　　  『Lighthouse Keeper』灯台グッズ専門ショップ【神奈川／江ノ島】

　　　　　　　　　 　  『STAR SHIP MODELS』　海雑貨と船の模型の専門店【北海道／帯広】

　　　　　　　　　   　『B＆ B』本屋【東京／下北沢】

　　　　　　　　　　   『手紙舎２nd STORY』雑貨とカフェ (東京／調布 )

　　　　　　　　　  　 『オンリーフリーペーパー』　【東京／渋谷パルコ１の４階と、東小金井の店舗】

　　　　　　　　　　

不動ハラ

編
集
後
記

お問い合わせメール　toudaidoudai@gmail.com（いつも激励のメールをありがとうございます！） 
ホームページ　　       http://toudaifreepaper.jimdo.com

朝
は
水
餃
子
、

昼
は
小
籠
包
、

夜
に
再
び
水
餃
子

と
充
実
の
餃
活
を

し
て
き
ま
し
た
。

台
湾
の
水
餃
子
は

オ
ス
ス
メ
で
す
◎

「灯台どうだい？」　サポーター２０１６の募集をしています！
年会費１０００円で２０１６年発行の４冊（２、５、８、１１月発行）をご自宅まで郵送いたします。サポー
トしていただける感謝の気持ちをこめて初回の送付時に「別冊 灯台どうだい？」（オリジナル灯台写真
集）を同封します。お申し込み方法：「灯台どうだい？」のホームページから入力フォームにご入力の上、
お申し込みをお願いします！（HP にアクセスできない方はメールでご連絡ください！）

ハ
ラ
ち
ゃ
ん
、

台
湾
旅
行
は
ど
う

だ
っ
た
？
ち
ゃ
ん

と
灯
台
を
取
材
し

て
き
て
偉
い
ぞ
！

そ
う
い
え
ば
餃
子

は

飲

み

物

っ

て

言
っ
て
た
ね
•
•
。

　
　
　
　
　
不
動

さて問題です！

５月１０日は何の日でしょう？

答えはね、灯台のレンズを発明したオーギュスタンジャンフレネル様の

お誕生日です！世界中のいろんなレンズをご紹介したいと思います。

フレネルレンズ  areya coreya
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